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１．2022年３月期第１四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2022年３月期第１四半期 31,063 8.9 359 6.0 653 12.0 815 112.5 

2021年３月期第１四半期 28,520 - 339 - 583 10.2 383 11.1 
 
（注）包括利益 2022年３月期第１四半期 694 百万円 （12.7％）   2021年３月期第１四半期 615 百万円 （106.3％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 
潜在株式調整後１株当たり 

四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2022年３月期第１四半期 80.58 80.25 

2021年３月期第１四半期 37.94 37.78 

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

2021年３月期第１四半期に係る各数値については、当該会計基準等を遡及適用した後の数値となっており、売上高及び営業利益は、対前

年同四半期増減率は記載しておりません。 

  

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

2022年３月期第１四半期 76,879 24,720 32.1 

2021年３月期 63,210 24,351 38.4 
 
（参考）自己資本 2022年３月期第１四半期 24,652 百万円   2021年３月期 24,282 百万円 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
2021年３月期 － 28.00 － 32.00 60.00 
2022年３月期 －         
2022年３月期（予想）   33.00 － 32.00 65.00 

 
（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    
 

２．2022年３月期第２四半期末配当金の内訳は普通配当30円00銭 創業130周年記念配当３円00銭 
2022年３月期期末配当金の内訳は普通配当30円00銭 創業130周年記念配当２円00銭となっております。 

  
３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 61,000 0.9 1,000 0.3 1,450 3.6 950 1.9 93.83 

通期 135,000 2.9 2,600 4.6 3,400 3.2 2,300 2.8 227.18 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有    

（注）詳細は、添付資料７ページ「２.四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財

務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期１Ｑ 10,646,526 株 2021年３月期 10,646,526 株 

②  期末自己株式数 2022年３月期１Ｑ 522,371 株 2021年３月期 522,276 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期１Ｑ 10,124,214 株 2021年３月期１Ｑ 10,117,812 株 

 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関す

る定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期会計期間の期首から「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年３月31日。以下

「収益認識会計基準」という。）及び「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号

2021年３月26日）を適用しております。詳細は、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸

表に関する注記事項（会計方針の変更）をご参照ください。 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、引き続き新型コロナウイルス感染症の影響により景気は依然

として厳しい状況にあり、当建設業界においても民間住宅投資は、持家・貸家で着工減が予想され、民間非住宅投

資についても前年比マイナスで推移が予想されます。公共投資もマイナスで推移し、業界全体としてマイナスの中

で推移すると予想されます。 

 

（国土交通省、建設経済研究所資料より当社推定） 

 

このような経済状況のなか、当社グループは中長期的な経営戦略に沿って、重点施策を着実に推進するととも

に、積極的な営業活動を展開してまいりました。連結ベースの売上高は31,063百万円（前年同四半期比＋

8.9％）、売上総利益は3,346百万円（同＋8.5％）となりました。販売費及び一般管理費は2,987百万円（同＋

8.8％）で、営業利益は359百万円（同＋6.0％）、営業外損益は294百万円（同＋20.2％）計上でき、経常利益は

653百万円（同＋12.0％）となりました。特別損益は、固定資産売却益を特別利益に、また固定資産除却損等を特

別損失に計上し、その結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は815百万円（同＋112.5％）となりました。 

セグメント別に見ると 

管材類は売上高が9,158百万円で、前年同四半期比530百万円の増加（＋6.1％）となりました。 

これは主に、金属管材を中心とした建築設備製品の需要が減少した一方で、製品値上げによる仮需要の発生およ

び新築・リフォームの住宅関連需要が回復したことにより樹脂管材類の需要が増加したことによるものです。 

衛生陶器・金具類は売上高が9,315百万円で、前年同四半期比1,202百万円の増加（＋14.8％）となりました。 

これは主に、昨年同時期に新型コロナウイルスの影響で新築・リフォームの需要が低迷しましたが、今年度は新

築・リフォーム共に需要が回復したことによるものです。 

住宅設備機器類は売上高が5,325百万円で、前年同四半期比692百万円の増加（＋14.9％）となりました。 

これは主に、昨年同時期に新型コロナウイルスの影響で新築・リフォームの需要が低迷し、今年度も引き続き非

住宅物件の需要はやや低迷しましたが、住宅物件は新築・リフォーム共に需要が回復したことによるものです。 

空調・ポンプは売上高が6,891百万円で、前年同四半期比84百万円の増加（＋1.2％）となりました。

これは主に、巣篭り需要で家庭用空調機が伸長した一方で、業務用空調機の需要が減少し、空調分野としては前

年並みで推移したことおよび、設備用・工場用のポンプの更新需要が増加したことによるものです。 

 

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて、13,668百万円増加（＋21.6％）

し、76,879百万円となりました。これは主に、電子記録債権の増加等によるものです。 

負債合計は、前連結会計年度末に比べて、13,299百万円増加（＋34.2％）し、52,159百万円となりました。これ

は主に、短期借入金の増加等によるものです。 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて、369百万円増加（＋1.5％）し、24,720百万円となりました。これは

主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等によるものです。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

現時点では通期業績予想等につきまして、2021年５月７日に発表した業績予想を修正せず、据え置いておりま

す。なお、業績予想を見直す必要が生じた場合には、速やかに開示する予定であります。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2021年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2021年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,661 3,249 

受取手形及び売掛金 22,963 － 

受取手形、売掛金及び契約資産 － 28,701 

電子記録債権 3,426 10,987 

有価証券 524 422 

商品 7,009 8,088 

未成工事支出金 360 472 

未収還付法人税等 100 97 

その他 1,628 1,721 

貸倒引当金 △24 △31 

流動資産合計 39,649 53,709 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 5,216 5,096 

減価償却累計額 △2,842 △2,706 

建物及び構築物（純額） 2,373 2,390 

機械装置及び運搬具 212 220 

減価償却累計額 △145 △148 

機械装置及び運搬具（純額） 66 71 

土地 9,044 8,737 

建設仮勘定 100 32 

その他 1,028 1,031 

減価償却累計額 △784 △798 

その他（純額） 244 232 

有形固定資産合計 11,829 11,463 

無形固定資産    

のれん 12 6 

その他 323 314 

無形固定資産合計 335 320 

投資その他の資産    

投資有価証券 6,345 6,163 

長期貸付金 390 386 

保険積立金 3,667 3,826 

敷金及び保証金 371 368 

退職給付に係る資産 264 288 

繰延税金資産 154 154 

その他 250 246 

貸倒引当金 △50 △49 

投資その他の資産合計 11,395 11,385 

固定資産合計 23,561 23,169 

資産合計 63,210 76,879 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2021年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2021年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 15,027 13,539 

電子記録債務 9,400 9,125 

短期借入金 7,425 23,080 

１年内返済予定の長期借入金 1,356 1,031 

未払法人税等 616 302 

未成工事受入金 234 362 

預り金 123 269 

賞与引当金 458 226 

その他 704 733 

流動負債合計 35,345 48,670 

固定負債    

長期借入金 256 271 

繰延税金負債 1,818 1,757 

再評価に係る繰延税金負債 316 316 

役員退職慰労引当金 62 64 

退職給付に係る負債 141 144 

預り保証金 686 701 

その他 233 232 

固定負債合計 3,513 3,489 

負債合計 38,859 52,159 

純資産の部    

株主資本    

資本金 542 542 

資本剰余金 456 456 

利益剰余金 22,043 22,535 

自己株式 △517 △518 

株主資本合計 22,525 23,016 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,486 1,358 

土地再評価差額金 314 314 

退職給付に係る調整累計額 △43 △37 

その他の包括利益累計額合計 1,757 1,635 

新株予約権 49 49 

非支配株主持分 18 18 

純資産合計 24,351 24,720 

負債純資産合計 63,210 76,879 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2020年４月１日 
 至 2020年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2021年４月１日 

 至 2021年６月30日) 

売上高 28,520 31,063 

売上原価 25,436 27,716 

売上総利益 3,083 3,346 

販売費及び一般管理費 2,744 2,987 

営業利益 339 359 

営業外収益    

受取利息 5 5 

受取配当金 85 74 

仕入割引 155 200 

その他 35 40 

営業外収益合計 282 322 

営業外費用    

支払利息 7 7 

手形売却損 1 1 

営業外手数料 21 10 

その他 8 8 

営業外費用合計 38 27 

経常利益 583 653 

特別利益    

固定資産売却益 － 465 

特別利益合計 － 465 

特別損失    

固定資産除却損 － 0 

その他 － 0 

特別損失合計 － 1 

税金等調整前四半期純利益 583 1,117 

法人税等 199 301 

四半期純利益 384 816 

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0 

親会社株主に帰属する四半期純利益 383 815 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2020年４月１日 
 至 2020年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2021年４月１日 

 至 2021年６月30日) 

四半期純利益 384 816 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 224 △127 

退職給付に係る調整額 6 5 

その他の包括利益合計 231 △121 

四半期包括利益 615 694 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 615 693 

非支配株主に係る四半期包括利益 0 0 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算 

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 
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（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これによ

り、顧客との約束が財又はサービスを他の当事者によって提供されるように手配する履行義務である場合には、

代理人として純額で収益を認識しております。また、売上割引については、従来、営業外費用として処理する方

法によっていましたが、取引価格から減額する方法に変更しています。当該会計方針の変更は、原則として遡及

適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっ

ております。ただし、収益認識会計基準第85項に定める以下の方法を適用しております。

（１）前連結会計年度の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約につ

いて、比較情報を遡及的に修正しないこと

（２）当連結会計年度の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に含

まれる変動対価の額について、変動対価の額に関する不確実性が解消された時の金額を用いて比較情報を

遡及的に修正すること

（３）前連結会計年度内に開始して終了した契約について、前連結会計年度の四半期連結財務諸表を遡及的に修

正しないこと 

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第１四半期連結累計期間の売上高は779百万円減少し、売上原価は

665百万円減少し、営業利益は113百万円減少しておりますが、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響

はありません。また、前連結会計年度の利益剰余金の前期首残高に与える影響はありません。 

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は当第１四半期連結会計期間より、「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示

することといたしました。
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